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江
津
市
議
選
（
定
数
１

６
）
が
２
０
日
告
示
・
２
７

日
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
多
田
伸

治
市
議
＝
現
＝
、
森
川
よ
し

ひ
で
市
議
＝
現
＝
の
２
氏

を
擁
立
し
て
た
た
か
い
ま

す
。
激
戦
と
な
る
見
込
み
で

す
。
多
田
、
森
川
両
氏
は
▽

国
保
料
１
世
帯
１
万
円
の

引
き
下
げ
▽
県
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
高
さ
の
水
道
料

金
引
き
下
げ
▽
小
中
学

校
・
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
▽
地
域
医
療
体
制

の
整
備
▽
買
い
物
や
通
院

に
便
利
な
交
通
等
の
整
備

―
な
ど
の
政
策
を
掲
げ
、
連

日
街
頭
か
ら
訴
え
て
い
ま

す
。
（
写
真
） 

 

ま
た
、
森
友
公
文
書
や
防

衛
省
文
書
改
ざ
ん
問
題
、
裁

量
労
働
制
デ
ー
タ
ね
つ
造

の
安
倍
内
閣
退
陣
を
訴
え
、

「
市
議
選
で
日
本
共
産
党

を
伸
ば
し
て
、
江
津
か
ら
安

倍
ノ
ー
の
声
を
あ
げ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

に
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う

親
と
し
て
も
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

２
０
１
８
年
度
か
ら
小

学
校
で
道
徳
が
「
教
科
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

（
中
学
校
は
来
年
度
か

ら
）
。
算
数
や
国
語
な
ど
と

並
ん
で
道
徳
も
国
が
定
め

た
教
科
書
を
使
い
、
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に

対
し
て
い
わ
ゆ
る
「
徳
目
」

が
「
ど
の
程
度
身
に
つ
い

た
か
」
の
評
価
も
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

学
習
指
導
要
領
の
「
道

徳
」
の
「
内
容
」
に
は
以

下
の
よ
う
な
こ
と
が
書
い

て
あ
り
ま
す
。「
美
し
い
も

の
や
気
高
い
も
の
に
感
動

す
る
心
を
も
つ
こ
と
」「
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も

ツ
ツ
ジ
や
藤
と
次
々
と

色
鮮
や
か
に
咲
く
花
々
に

と
て
も
癒
さ
れ
ま
す
。 

我
が
息
子
は
中
学
３
年

生
。
節
目
の
一
年
を
大
切

っ
て
国
際
親
善
に
努
め
る

こ
と
」「
国
や
郷
土
を
愛
す

る
心
を
も
つ
こ
と
」
―
―

一
体
ど
う
や
っ
て
評
価
す

る
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
わ
か

り
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
「
内
容
」
は
続

き
ま
す
。「
う
そ
を
つ
い
た

り
ご
ま
か
し
を
し
た
り
し

な
い
で
、
素
直
に
伸
び
伸

び
と
生
活
す
る
こ
と
」「
過

ち
は
素
直
に
改
め
、
正
直

に
明
る
い
心
で
生
活
す
る

こ
と
」「
自
分
の
考
え
や
意

見
を
相
手
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
相
手
の
こ
と
を
理

解
し
、
自
分
と
異
な
る
意

見
も
大
切
に
す
る
こ
と
」

―
―
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
い
ま
「
道

徳
教
育
」
が
も
っ
と
も
必

要
な
の
は
一
体
誰
か
と
言

い
た
い
で
す
よ
ね
。「
歴
史

的
事
実
の
記
録
」
で
あ
る

公
文
書
を
改
ざ
ん
し
、
働

く
人
た
ち
の
命
が
か
か
っ

た
大
問
題
を
話
し
合
う
そ

の
土
台
と
な
る
デ
ー
タ
を

ね
つ
造
す
る
、
あ
る
も
の

を
な
い
と
ウ
ソ
を
つ
き
、

実
際
に
文
書
が
出
て
く
れ

ば
「
記
憶
が
な
い
」
と
ご

ま
か
す
、
異
な
る
立
場
や

意
見
を
い
う
も
の
に
対
し

て
は
徹
底
的
に
無
視
を
し

た
り
、
は
た
ま
た
攻
撃
を

し
た
り
す
る
。
安
倍
政
権

や
自
民
党
の
議
員
ら
の
こ

う
し
た
姿
勢
が
毎
日
の
よ

う
に
次
々
と
報
道
さ
れ
、

テ
レ
ビ
な
ど
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
に
も
伝
え
ら
れ

て
い
く
。
一
つ
ひ
と
つ
の

真
相
究
明
と
責
任
の
所
在

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ

と
、
そ
し
て
安
倍
政
権
を

終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
や
っ

ぱ
り
急
務
の
課
題
で
す
。 

中国電力は、５月中旬にも島根原発３号機の新規稼働に向けて「３号機における新規制基準への適合性確認審査に係る事前了解

願い」を、島根県と松江市に申し入れることとしています。今後予想されるスケジュールは５月２１日開かれる県議会総務委員会

を経て、県原子力安全顧問会議の開催や県議会総務委員会への中電の参考人招致、県原子力安全対策協議会（安対協）の開催です。

立地自治体の松江市をはじめ、周辺自治体の出雲市、安来市、雲南市においても議会審査や安対協の開催などが想定されます。 

専門家から県西部地震は「ひずみ集中帯」に起因 

 ４月９日未明に県西部を襲った大地震は「『ひずみ集中帯』

といわれる山陰特有の地下構造に起因する」と専門家は指摘し

ています。「ひずみ集中帯」は、鳥取県から島根県にかけての

地下にもあり、大地震を引き起こす未知の活断層が存在すると

警告し、いつどこで大地震が起きてもおかしくありません。 
 
宍道断層と鳥取沖断層が連動すれば１４０キロもの活断層に 

 ２０１７年７月２８日には、宍道断層の評価が従来の２５キ

ロから１．５倍となる３９キロへと、５回目の見直しがなされ

ました。宍道断層が東に１４キロ延長となり、鳥取沖西部断層

との離隔距離はわずか５キロになり、連動すれば１４０キロを

超す断層となります。 

 科学者は、宍道断層と鳥取沖西部・東部断層は、新第３世紀

の地層において同一の連続した断層であり、「地震発生層の深

さにおいては、これら断層が連動する可能性が高いとみるべ

き」と警告しています。 
 
島根原発の稼働は絶対にあり得ない 

 党県議団は１１日の中電に対する申し入れで、「原発の稼働

は県民の同意を得ていない。いつ大地震が発生するかわから

ず、自然の脅威に対し、謙虚になるべき」「人類と原発は共存できない」と強調し、原発からの撤退を強く求めました。 

【申し入れ項目】 

① 島根原発３号機新規稼働、２号機再稼働に向けた活動を断

念すること。「適合性確認審査」申請など、３号機新規稼働

につながる一切の取り組みを中止し、「島根原発ゼロ」を決

断すること。 

② 専門家が指摘した鳥取県から島根県にかけての地下の「ひ

ずみ集中帯」の徹底調査を実施すること。「ひずみ集中帯」

と宍道断層などの連続性・連動性を徹底調査すること。 

③ 宍道断層と鳥取沖西部断層・東部断層との連動性評価を厳

格に実施すること。 

④ 境水道や美保湾東方の海域における活断層調査および地震

性隆起の年代考察、震源断層に迫る広域的な地下深部構造

を解明すること。 

⑤ 原発立地自治体並みの安全協定（立ち入り調査権、原子炉

停止要求権）を周辺自治体と締結すること。 

⑥ 活断層の評価や基準地震動、周辺自治体との立地自治体並

みの安全協定締結について丁寧なる住民説明会を開催する

こと。 

 

党
江
津
市
議
団
は
１
０

日
、
江
津
市
桜
江
町
谷
住
郷

の
国
道
２
６
１
号
で
７
日

に
の
り
面
が
崩
れ
、
全
面
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
る
問

題
で
県
庁
を
訪
れ
、
「
市
内

か
ら
桜
江
町
に
行
く
に
は

道
が
狭
い
迂
回
路
を
通
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通

学
、
通
院
な
ど
生
活
に
大
き

な
支
障
が
出
て
い
る
。
早
急

な
復
旧
を
」
と
訴
え
ま
し

た
。
（
写
真
） 

 

１
２
日
に
は
、
尾
村
利
成

県
議
と
現
地
調
査
。
応
対
し

た
浜
田
県
土
整
備
事
務
所

の
奥
村
恭
所
長
は
「
１
８
日

の
片
側
交
互
通
行
を
め
ざ

す
」
と
答
え
ま
し
た
。 


